
本事業は、風評払拭、リスクコミュニケーション、生業再建、コミュ
ニティ再生などに関する人文社会科学分野の復興知をネットワークし、
東日本大震災および原子力災害を研究し、長期避難を余儀なくされた浜
通りに関わり研究・教育活動をしてきた３大学が共同で、学生・院生の
地域でのフィールド教育、また地域の児童および住民向け教育のプログ
ラムを構築し、教育を通して「人」が循環し交流する「地域循環型共同
教育プログラム」を構築する。浜通り地域で活躍する人材、浜通り地域
を研究する「地域循環型」人材育成を目指した。

○ポイント① 震災から14年を経て持続的な被災地支援を展開し、それ
ぞれの強みを生かした活動を展開するには、各機関が連携し地域課題の
解決、さらには課題解決型の人材を地域に多く輩出することが必要。そ
こで３大学において、「地域循環型人材育成」の人材育成プログラムを
連携自治体の協力の下、一体となって実施。
○ポイント② ３大学の学生、院生だけでなく、浜通りの児童・生徒お
よび自治体職員・地元企業・NPO団体等の地域人材を対象にした人材育
成プログラムも同時に実施。
○ポイント③ 本教育プログラムを開発・実施することで、主体的に地
域課題を解決することができる「地域未来人材」の育成に取り組んだ。

地域循環型共同教育プログラムの概要

参加のべ人数（2021～2024年度）

〇2025年度より「災害危機レジリエンス 研究センター」を立命館
大学に設置→今後の事業は本センタ―へ移行。
〇「長期にわたりリスクにさらされる人」に焦点を当て、リスクの
軽減とレジリエンスの観点から災害研究を推進し、レジリエントな
社会の創造を目指すセンター。支援団体や企業、NPO、他大学、国際
機関等と連携し、平時からレジリエンス向上のためのアクションリ
サーチを展開。
〇研究成果をもとに人材育成の基盤構築を図り、南海トラフ地震な
どの巨大災害に対応できる災害拠点の形成を目指し、巨大災害時に
は、即応的な支援や一時避難所の運営、学生ボランティアの活動拠
点としての役割を果たし、国際研究拠点としても貢献。 立命館大学「災害危機レジリエンス研究センター」の概要

取組概要

＜教育プログラムの成果＞
①正課教育プログラム（東京大） 教育部生（学部生相当）向けの「メディア・ジャーナリズム
研究指導」や大学院生向けの「原子力災害論」などにおいて、正規カリキュラムを事前学習とし
て実施。さらに双葉郡において、学生を対象とした現地フィールドワーク型の実習を実施するこ
とで、福島県内の施設や人が、誰に何を伝えようとしているのかを学び、「人に災害の経験を正
しく伝える」ための人材育成を行うことができた。
②正課教育プログラム（福島大） 交換留学生を受け入れ、地域住民や学生等との交流を中心と
したフィールドワークプログラムを実施。福島の震災後の歩みに関連するトピックを、国際共修
型授業を通して英語で議論し、福島の復興知を世界に発信するアンバサダー人材を育成した。
③正課教育プログラム（立命館大） 「ふくしま、東北の復興から学ぶ課題解決プロジェクト」
をテーマに、地域課題を解決する課題解決型学習を中心に「解のない課題」に挑戦するプログラ
ム「教養ゼミナール」を実施。連携自治体ごとに地域の魅力発信・課題解決のためのプランを提
案・実行できる人材育成を行うことができた。
④正課外教育プログラム（立命館大） 福島に関心を寄せる学生たちが、福島や震災からの復興
に関わる教員や専門家とともに現地活動を通じて学習し、発信活動に取り組むプログラム「チャ
レンジふくしま塾」を実施。学習成果と地域の魅力を発信できる人材育成を行うことができた。
⑤地域プログラム（立命館大） 地域の児童・生徒・住民向けの出張講義を実施。地域のニーズ
に合わせた大学の先進的な研究成果の提供を行うことができた。
＜プログラム参加後の成果＞ 継続して地域に関わり続ける人材育成を行うことができた。
①東京大学大学院修了生1名が伝承館研究員として就職、浜通り地域へ移住するとともに、日本
災害情報学会第25回学会大会優秀発表賞（2022年度）を受賞（2021年度参加）
②立命館大学4年生の学生1名が他大学の学生とともに起業し、浜通り地域での地域ブランディン
グ・まちづくり事業を開始（2021年度参加）
③立命館大学4年生の学生1名が参加をきっかけに進路変更し、電力会社に就職（2023年度参加）
④立命館大学院修了生1名が浜通り地域へ移住・就職（2023年度参加）

これまでの成果

今後の展開
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東京大学「メディア・ジャーナリズム研究
指導」等（2024年度）の現地活動の様子

福島大学「福島アンバサダーズプログラム」
（2024年度）の現地活動の様子

立命館大学「教養ゼミナール」（2023年度）
の現地活動の様子
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2021 33 186 121 254 221 0 0 100 14

2022 41 132 57 477 6 78 2 12 0

2023 21 105 18 605 0 113 0 78 0

2024 10 146 14 400 0 51 0 64 0

小計 105 569 210 1736 227 242 2 254 14

合計 105 512779 1963
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